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社会文化学部論集 第6号

§1.ま えが き

大手前大学 の社会文化学・部 に人 間環境学科が設置 されて2007年 で5年 を迎 える。人間環

境学科 には人間環境 コース と環境デザイ ンコースがあ り、環境デザイ ンコースでは建築学

を総合 的に勉強す ることを目標 に している。一級建築士受験資格(実 務経験3年 、二級建

築十 は実務経験 はなし)取 得希望者 のために一級建築士 コースが置かれている。資格 に必

要な64単 位の うち構1造系の授業 は、1年 次建築構造概論1、n、2年 次構造力学1、H、3年

次環境 と建物1、II、 及び4年 次環境構造特論 の科 目があ り、合計14単 位取得することが必

要である。本学 は文系 の学生が多 く、数学や物理 の基本的知識の乏 しい学生 をも受 け入れ

ているので、学生に分か りやすい授業 を提供する必要がある。

建築 を学ぶ学生に とって建築構造学 は重要な科 目の1つ であるが、 目に見えない「力」を

対象 に しているので、理解 しがたい分野である。建築物 に作用す るのは地球の重力 による

自重が主であるが、短期荷重 として扱 う積雪荷重、地震力や風圧力の ように短期的 に作用

する水平荷重 もある。建築物 は立体架構であって、 さまざまな力の作用 の仕方 を理解す る

には実際のかたち を模型に して視覚 的に説明す るこ とが必要である。

本報告は、筆者 らが構造系の講義 において用 いた各種 の構造模型 とその制作意図、学生

のア ンケー ト調査 と感想 な どについてまとめた もの である。 これまで 日本建築学会の論文

では、この ような教材が用い られ発表 された例は少 なかったので、2001年(関 東)と2002年

(北陸)に 発表 した。さ らに2003年 には中部大学 において 日本建築学会東海支部の主催で構

造模型展示会が催 されたので、主な模型作品 を展示 し諸先生方や学生達に見て頂 き関心 を

集めた。

この模型製作 の主 な目的は以下の通 りである。

1.も のつ くりに関心 をもつ

建築は生活空 間を作 るのが 目的であ り、絵画や映像 と異な り、重 さがある。

地球上 にある全ての ものは引力 を受けてお り、ちか らとかたちの感覚 を養 う。

2.も ののかたちにひそむ重力感 を理解する

ものに作用す る重力 は必ず支 える点があ り、荷重 は最終的 に地盤 まで伝 わる。

建物 に作用す る力は骨組 みを通 して伝わ りこの流れ を理解する。

3.建 築のスケール感、素材感 を理解する

建築 は立体的 なものであるので、実際に近い模型 を用 いてスケール感 を養 う。
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模型 を用いて 「ちからとかたち」を理解させる構造 教育

§2.教 材模 型 につい て

2-1荷 重 ・応力度

1)集 中 ・等分布荷重

構造力学は建築空間を作 るための梁材 とそれを支える柱 とによって構成 され る架構 を解

くことが基本 になる。梁 を支える距離 を自由に変化 させ る状 態を作 るために、針金 を柱材

として埋め込んだモル タル製架台 を作成 し、梁 は針金等 の材料 である。支点距離 と荷重 を

任意に変化 させ ることによ り、梁のたわみ と剛性の関係が簡単に理解 で きる。荷重 として、

砂 を入 れたプラスチ ックケース(約50g/1個)や 粘土塊(約80g/1個)を 用 いてお り、

集 中荷重 と等分布荷重 の説明に役立ってい る。

単純 梁の1点 に荷重が作用 したとき、この荷重 は左右の支点 に分割 されるがその大 きさは、

作用点か ら支点 までの距離 に関係す る。俗 に 「お猿のか ごや」 として学生に指導 している。

公式 を下に示す。

一
反力R眉 罷力R
PXa+b PXa+b

axb
M=中 央 の曲 げモー メン ト=P×a+b

曲 げ モー メ ン ト図

反時計 まわ りの力

罪

ノ ノ に

難難 藻藻鑓欝 灘

灘蕪 熱 難 灘
,

写真2-2等 分布荷重
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2)標 準荷重

力、応力度、荷重度な どの概念 は 目に見 えないので、形 にして実感す ることが必要である。

モルタルにて1kgの 荷重 を作成 した。 荷重度 は質量 を支える材 の断面積 で除 した値であ り、

1cm2、10cm2の 柱体の上に荷重 を載せ ることで、応力度 とは何 かを理解す ることがで きる。

3)単 位につ いて

構 造力学で扱 う主 な単位 は、力の単位 としてこれ までkg、t、 応力度の単位 はkg/cm2

であった。平成11年10月 か ら国際単位系(SI)に 移行 し、力の単位 はニュー トン(N≒102g)

が用い られ ることになった。 この単位 は 日常生活において用 いていないので、重 さの実感

が なく理解 しがたい ものである。そこで リンゴ1個 の重 さが約100gで あることに着 目し、

リンゴが落ちることか ら引力 を発見 した と伝 えられるニュー トンとリンゴの重量が1ニ ュー

トンであることを説明 している。補習授業の とき、重 さにお札の金額に置 き換 えて学生 に

説明 したところ、学生たちは力の配分にす ばや く反応 した。生活実感のないN(ニ ュー トン)

を用 いているこ とが、力学を難 しい学 問にしているようである。
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4)屋 根勾配 と三角関数

三角関数は三角形 の斜辺 に対 して対辺 を正弦、底辺の比 を余弦 として表 した ものであ る。

水平材 に対 してある角度に対する正弦 ・余弦の値は、角度が大 きくなるに従って変化するが、

この模型 は角度の変化に従ってこの両者が視覚的 に分か りやす く表現できるようにしたもの

である。建築構造学 では屋根 に作用す る力 を屋根面 に直角方向 と屋根面 に平行方向に分け

て考える必要がある。三角関数の知識 は不可欠である。また、エンパイヤステートビルを例 に

して水平角がsin12°の場合は、水平力が約0.21、sin18°の場合 は約0.31で あることを示す模

型を作 成 した。
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模型を用いて 「ちからとかたち」を理解 させる構造教育

写真2-5

屋根勾配と力の分力を示す模型

写真2-6

傾斜角度と水平力を示す模型

2-2力 学模型

1)ビ ームバ ランサー

この模型 は梁に荷重が作用 した場合、 曲げモーメン トの大 きさと支点反力の求め方 を理

解す るための模型である。支持点 は自由に回転 で きるようにしてあ り、それ に対す る支点

は部材 を取 り外せ るように している。この部材 を取 り外す と、棒 ばか りとして利用で きる。

棒 ばか りとは天秤の ことであるが 「荷重が釣 り合っている」状態を視覚的に理解 するか とが、

構造力学 を理解す る基本 といってよい。 シー ソーゲームにおける荷重 と距離 との関係 を理

解す るのに効果が ある。

また、片持 ち梁 として考える場合、梁の長 さと荷重位置 を移動 させる ことにより、支持点

ともう一方の反力 の大 きさが変化す る。この様子 を理解 させ る 「可変式反力算定模型」 と

い うべ きもので、架構反力 の計算 を理解す るの に有用である。

片持 ち梁の公式 を示す。
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2)山 型 ・平行弦 トラス

単純梁 には曲げモーメ ン トとせ ん断力が作用す る。 トラスは組立て梁であって上、下弦

材、束、斜材 か らなってい る。梁材は上側が圧縮、下側が引張 りとなる。斜材 は支点か ら

の方向に よって圧縮か、引張かになる。 トラスの説明には、弦材 ・斜材 に紙材 とタコ糸、

節点 にはボル トを用いた。図解法 により力 を解 くことが出来 るが、圧縮材 は紙材、引張側は

タコ糸にす ることによって トラスの部材 の応 力が理解で きる。

写真2-8は 山型 トラス、写真2-9は 平行弦 トラスである。支点か らの方 向により、

斜材の応力が引張力か圧縮力が理解で きるのが面 白い。

3)片 持ち梁

ボ ックス型の箱 の中にプラスティック板 を差 し込んで片持 ち梁 を作成 した。荷重 の位置

により、梁の曲げモーメ ン トと撹みの大 きさが理解 で きる。
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写真2-11片 持梁 トラス

4)片 持 ち梁 トラス

片持 ち梁 を トラスで作成 した ものである。トラスは弦材 と斜材 とか らなるが、下 に斜材が

あ る トラスは上弦材が引張力、斜材 には圧縮力が作用す る。斜材が上にある トラスは下弦

材が圧縮力 とな り、斜材は引張力 となる。斜材 にたこ糸 を用 いてある。両者 の違い も一 目

に理解で きる模型であ る。
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模型を用いて 「ちからとかたち」を理解 させ る構造教育

5)架 構

紙材 を用 いて架構模型 を作成 した。写真2-12は 片持ち梁 トラス、写真2-Z3は2階 建

て建物 である。外力 と反力の関係 を説明 してい る。平面的な図の説明 よりも立体的な構造

模型 にす るこ とで、深い理解 を得 られ る。 この ような架構 に外力が作用す ると反力が支点

に作用 す るが、この構造 を解 くには1)で 説 明 した ビームバ ランサーの理論 を理解 した上 で、

さらに2)の トラスの知識 を重ねて理解す ることが 出来 る。

謹騰 灘 あ響 鑛ぎ騰驚騨鰹聡

灘禦欝灘 鑑灘1灘饗
濃篇襲灘犠 霧鷺ll難灘籔灘
解で きよう。 写真2-14釣 鐘堂

釣鐘(風 鈴)を 集中荷重 とした場合の、各柱へ の伝 達力 は「お猿のか ごや」の理論 によ り、

梁の掛 け方 と釣鐘 の位置 を変 えるこ とにより、梁の反力 は柱への力 として伝 わるの流れ を

理解で きる。
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7)質 点

建築構 造体 の振動現象 を説明す

るために、粘土 を質点 に した針金

の構造モデルを作成 した。

一質点 は平家建
、二質点 は2階 建

ての場合 を示 している。

8)ア ーチ

軸組構 造に対 してアーチ構造 を

説明す るために、モルタルを用い

てアーチ を作成 した。モル タルに

は重量感が あ り、個 々のブロ ック

を組立てることに より迫持力の伝

達が理解 で き、アーチ空間が作 ら

れる。学生達 に自由に組み立てた

り、 ばらした り出来 るので体験教

育 として喜 ばれてい る。
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写真2-16モ ル タルアーチ

2-3地 盤 ・基礎 関係

1)ひ な壇型造成宅地

斜面地 に建設する場合、切土地盤 と

盛土地盤の相違 を知 ることは重要 であ

る。 この模型 はそのために作成 したも

ので、建 築基礎 及び擁壁 の問題を考 え

るのに有用 である。
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写真2--17ひ な壇型造成宅地2)地盤 と杭基礎

ペ ットボ トルを用いて簡単 な地盤モデル を作成 した。下部 に砂礫、粗砂、上部に砂質土

を入れて支持層の説明が容易 にで きる。 また写真2-19に 示す ような杭基礎、場所打 ちコ

ンクリー ト杭 を作成 し、基礎 フーチ ングの関係 を説明 している。
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写真2-19杭 基礎

写真2-18プ ラスチックと砂で作成 したモデル地盤

3)ピ サの斜塔

ピサ の斜塔 は建 設後約800年 にわたっ

て沈下測定が行われている。 この斜塔の

地盤の荷重度は約50t/m2で 、沈下の原 因

は支持層 の強弱にあると言われてい る。

地盤調査 と基礎 設計の重要性 を説明す る

のに役 立ってい る。

この原 因を知 っている学生 は少ない。
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写真2-20ピ サの斜塔

2-4一 般模型

1)ゴ シック建築

石造 りのゴシック建築 における飛び梁

を説明するために作成 した ものである。

屋根か らくる水平力(ス ラス ト)を外柱 の

柱脚 まで移動す る手順 を、力の平行 四辺

形の原理 を用 いて説明 している。外側の

柱 は何故太いのか。水平力の処理方法が

理解で きる。

ゴシック建築の特徴であるフライング

バ トレス(飛 梁)が 構造デザ インではな く、
写真2-21ゴ シック建築

工夫 を重ねて考 え出された構造である。

巧み に力 を地盤 まで伝 えてい くこ とがで きたため、それ以前の壁 だけに頼 っていた建築

に比べ飛躍的に大 きな窓が設 けられることになったことが理解 で きた。
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2)合 掌造住宅

この模型は白川郷 の合掌造民家 をイメー

ジして作成 した ものである。小屋組 の1つ

である「さす組」トラス と下部の壁構造 から

なってお り、壁 を取 り外す こ とにより架構

全体が崩れるように してあ り、壁 ・壁配置

の重要性 を説明 している。

写真2-22合 掌造住宅

3)高 層建築

木片 を用 いて10階 建 ての ラーメ ン骨組 を作

成 した。

建物のスケール感 を養い、短辺方向、長辺

方向に より反力の大 きさが変化するこ とが

理解 で きる。

この模 型の下 部構 造 に場所打 ち コ ンク

リー ト杭 が接続で きるように してあ り、地

盤 ・杭 ・上部構造 とが一体であることが理

解 で きる。

携
灘
轟
雛
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灘
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難
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、

雛
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ミ

鑓

灘
獺
顯
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4)2階 建 て模型

構 造設計の演習課題にこの模型 を用 い、床、小梁、大梁、柱 、基礎構造 の組み方を説明

している。柱 に作用する直圧力、地震力 の考 え方 な ど大 いに活用 している。

基礎 の大 きさは柱の位置 によ り変化 してい る。

灘藩 難
霧} ε霧 灘

懸難懸

綴

纏畿 縫

鍛

5)木 造住宅模型

この模 型 は実物の20分 の1に 縮小 され製作 された精巧 な ものであ る。 日本建築学会の

「構造用教材」に掲載 されている木造骨組みで、屋根瓦 と下地 との関係、壁 と下地材料 との

関係、土台 と鉄筋 コンクリー ト基礎 との関係 などが極 めて詳細 に作 られてい る。

大手前短期大学の大西孝夫教授 が専門の大工 さんに作 らせ、住居研究室に寄贈 された も

ので、教育上おおいに役立っている。
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§3.学 生の ア ンケー ト調 査

3-1学 生の理解度

模型を使 った授業が学生 にどの ように理解されているか について、 に 「建築構造」を学

ぶ2年 生 と、「環境 と建物」 を学ぶ3年 生にアンケー トを実施 した(2004年10月20日)。

調査対象者 は環境 デザ インコースの 「建築構造」を受講 している2年 生57名 と、「環境 と

建物」を受講 している3年 生40名 とした。「構造模型 は授業 を理解す る上で参考 になったか」

とい う質問に対 して、図1に2年 生、図2に3年 生の理解度を示す。「非常 に参考になった」

「だいぶ参考 になった」の合計が、2年 生は63%、3年 生 は52%と 模型 による効果は高い とい

える。次 に、模型の意味 と構造 との関係 について各種模型が どの程度理解 されたか を知 る

ために質問を した。 図3に2年 生、 図4に3年 生の結果 を 「非常 によ くわかった」「だいぶ

わかった」の合計の多い順 に示す。 これ より、2年 生 はアーチや トラス等、形状か ら直ちに

構造形式 を理解 で きる模 型の理解度が高 く、3年 生 は等分布荷重や:棒はか り等の力学的意

味 を理解す る模型 の理解 度が高い。全体的には2年 生 ・3年 生 とも、集 中 ・等分布荷重、

アーチ、トラス について意味をよ く理解 したようで、アーチの原理、トラス材 の圧縮 ・引張

の違い などについてよ く理解で きた との感想が多い。立体的な模型で、荷 重や重力 などの

目に見えない力を視覚的に説明す る効 果は充分 にある と考 えられ る。

図3-12年 生の理解度 図3-23年 生の理解度
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模型を用いて 「ちからとかたち」を理解させる構造教育

團非 常によ くわかった

醗だいぶわかった

醗少 しわか った

圏全 くわか らなかった

口授業 を欠席 したの で習 って
いない ・覚えていない

團非常に よくわかった

醗 だいぶわか った

麗少 しわかった

團全 くわか らなか った

口授業 を欠席 したので習 って

いない ・覚 えていない

図3-43年 生の模型種別理解度
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3-2学 生の感想文

学生の感想文の主なもの を分類 して示す。

lA:模 型全般1

●黒板や 口で説明 されてもす ぐには理解出来 なかった り、す ぐに忘 れて しまうけ ど、 目

で見 て模 型で説明 された方が覚 えてそうで これか ら役 に立つ ことがあ りそ うです。

●実物 に近い模型は構造の仕組 について も視覚で立体的に見れ るので非常 に役 に立った

と思 う。

●実際に見れて、触 れて、動 か してみた りで きるので。骨組 など、建物になった後では

見 れない もの とか も分か りやすか った。言葉 だけで説明 されるよ りも理解 しやすい。

作 りが簡単 な ものなので分か りやすかった。

●ただ単 に漠然 とした説明や公式だけでは急 に想像がつか なかったことも、模型 を見て

説 明される と、考 えるときにも思 い出す ことが で きて分か りやすかった。

●教科書の図や言葉 だけでは理解 しに くい部分 も立体的に目で見 ることにより理解 しや

す くなったか ら。

●黒板で書 かれた絵 とかOHPで 見 た絵だけでは理解 することはで きて も、あま り印象 に

は残 らない。やっぱ り模型 を見て より深 く構造 を知ることがで きると思 う。

●荷重、重力 などの 目に見 えない力 の動 きを理解す るためには、頭の中で思考するだけ

でな く、立体 的模型 を使 い、距離 を置いて全体像一望で きる もとで考 える と、 よりよ

い理解 の架 け橋 となった。

●構造は力の動 きが 目で見てわかれば一番良いので とりわけ、アーチや釣鐘堂な どはわ

か りやすい もので した。力は 目に見えるもので はないので、それをいかにして模型 で

わかるように説明す るかが重要だ と思 うので、単純 なものほ どいいと思い ます。

・「重 さが変 われば力 も変わる」とは言葉で分かったつ もりで も実際 よくわかっていなかっ

たが、模型 か ら考えてい くうちに理解で きた と思 う。2級 建築士 を受験するにあたっ

て必要 な知識が身についた。

●何 度 も授業 の中で出て きて、説明があったか ら。模型を使っていた ことで、頭でただ

考えるよ りも分か りやす く、理解 しやすかった と思 う。

●テキス トな どで見ているだけだ と、その時わか って もす ぐわすれて しまうけれ ど、実

際に模型 で見た ことは、頭の中に残 りやすい。
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lB:荷 重について1

●一 目で集中荷重 と等分布荷重の違 い、力の伝 わ り方が理解 で きた。アーチ も実際 に組

み上 げることによって理解 でき、棒 ばか りは重 りの重 さ、力 のかかる距離の変化で釣

り合 うのが よく分かった。

●一一番 わか りやすかったのは集 中 ・等分布荷重です。

●架構、集中 ・等分布荷重、 アーチ、棒 ばか りについてはよ く授業で先生が よ く使 って

説明 して くださったので、公式の理解 に役立 ちました。

●集中荷重 ・等分布荷重 は実際に重 りがついていて動 くので分か りやすかった。

●集中荷重 ・等分布荷重 は力のかか り方がその まま目で見て分かるあで理解 しやすかった。

アーチは圧縮 だけの力で支え られるこ とが理解で きた。

C:ア ーチ について

●石 をアーチ状 に重ねて左右 を固定 しただけなのに崩れなか った し、思っていた以上 に

丈夫 なのが分か った。

・自分 で1回 アーチ構造 を作 らせ てもらった ときに、 どうい う仕組 になっているのか よ

く分 かった。

●アーチは実際に組んで試 してみたので仕組が分か って よか った。棒ばか りは距離 と重

さの関係が分 か りやすか った。

・ア,___.チをどうやって作 るか を実際 にやって くれたので分か りやすか った。

・アーチ については1つ1つ の部品が くっついているわけではないのに、見事 に崩 れな

かったので、す ごいと思 って一・番印象に残 っています。集 中 ・等分布荷重 については

曲げモーメ ン トが とてもわか りやすかったです。

●アーチの模型 は実際 自分で使 ってみたので、す ご くわか りやす くとても理解す ること

がで きま した。

D:ト ラス、架構 について

・模型 を実際 に動 かす ことにより、力の伝わ り方が よく分かった。アーチを 目の前 で作 っ

た時 は感動 した。

●トラスや架構 などはどこが圧縮 にな りどこが引張 になるか など、実際に模型 を見 た方

が分か りやすかった。

・力 の動 きが実際 に見た 目で分かったか らです。公式 を見て も未だに理解 した とは言 え

ないのですが、力 の方向性 などは、模型 を見 ることで視覚的 に理解するこ とがで きま

した。
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例 えば トラスの場合、圧縮 と引張の違いが理論や解 き方だけでは理解 で きなか ったが、模

型 を見ることで少 しで も理解で きるようになった。構造 は目に見えて分かる ものではない

ので、模型 を見ることで少 しは理解で きるようになる。

E:釣 鐘堂 ・棒ばか り1

・釣鐘堂 は模型 を見る前 までは理解 で きなか ったが、模型 を見る とす ぐに理解 で き、計

算で きた。

●釣鐘堂の置 く場所 によって重 さのかか り方が よ く分か りま した。

●教科書の図形 だけでな く、重 さを載せた ときの動 きを見 たほ うが わか りやすか った。

・棒 ばか りは計算の原理がわか ったのでだいぶためにな りま した。 図の方が僕 に とって

はわか りやすいので、他のは少 し参考にな りました。

泌鰭

灘 灘 彰

鋤
鎌
顯
鱗

・欝
欄 嚢

、継 灘 　

髪

灘 慧 　撫

写真3-1模 型教材を使用 した授業風景
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§4.モ ル タル ア ー チ の 製 作

福井ゼ ミでは毎年夏休み に学生 らで新 たなモルタル製アーチの製作 を行 った。その様子

を紹介す る(2003年8月ll日 ・12日の両 日)。

まず、配合 を決めた上 で、セメ ン ト、水、細骨材 をバ ケツに入れてよ く混ぜ る。

写真4-1完 成 したモルタルアーチ

あらか じめボール紙等で作 っておいた型に仕切 りをし、モル タルを流 し込む。

モル タルが固 まった後、型か ら取 り外 し順番にブロック番号 を付け、着色 して完成。

§5.オ ー プ ン キ ャ ンパ ス お よび 日本 建 築 学 会 で の 展 示

5-1オ ープンキ ャンパス(伊 丹)

年オー プンキャンパス時にこれ らの模型 を展示 して、訪問学生に本校での構造講義の様

子 を説明 している。

讐難謙 蓑 灘熱饗饗

讐 灘!灘繊畿

嚢慧欝
麟麟灘叢 纒鎌灘騰難

写真4-2

灘織羅欝
1灘欝義 鐵慧
灘難 耀 灘ll灘 難 雛灘縫

体育館に展示 した模型
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5-2建 築学会大会(中 央大学)

日本建築学会大会でこれ らの模 型に よる講義について、2001年(関 東/東 京大学)、2002

(北陸/金 沢工業大学)で 講演 した。2003年 には中部大学 において大会があ り、「見て触 って

感 じる構造教育」とい うテーマで模型 を展示す るよう依頼 された。参加校 は、日本女子大学、

名古屋大学、名城大学、愛知産業大学、日本大学、大阪大学、大手前大学である。9月5日 、

6日 、7日 の3日 間、秋山建築学会長 は じめ多数 の先生方、学生の皆様が来ていただき盛会

であった。近年、構造 を勉 強す る学生が減少傾向にあ り、コンピュー ター重視の教育に対

して 「親 しみやすい、分か りやすい教育」が望 まれていることが実感 された。展示会場の

様子 を写真4-3に 示す。

§6.あ とが き

文系の学生に とって、建築構造学や環境系の数式 を含 む講義 を容易 に理解するこ とは難

しい。 §3で 述べたように学生 を対象 に行 ったア ンケー トでは、多 くの学生が 「教科書や

黒板 に書かれた ことを見ただけでは理解 しがたい」と答 えてお り、それ と同時に、「模型 を

見るこ とによって、感覚的に理解で きる」 とも書かれている。 アーチや トラスの模型はそ

の代表で、それ らの仕組 を 目で見て触 ることによって理解 を深めた学生は多い。
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学生の中 には三角関数が まだ理解 出来てな くて、関数表の見方が分か らない、分数 の掛

け算、割 り算がおぼつか な くて公式が理解出来ない人 も若干いるので、学生の視点 にたっ

た念入 りな授業が必要で、あせ らずあわてず充分 に時間をかける必要がある。

4年 次の環境構造特論の講義 では、2階 建 の鉄筋 コンク リー トの建物 の構造設計 のプロ

セスを理解 させ、計算書 を作成す る講義 と演習を行 っているが、授業 を終了 した多 くの学

生の感想 として、入学後3年 半 の間の模型 を用 いた授業は大変良かった と述べている。

建築構 造の意味 を理解 し親 しみを感 じ、面 白さを見つけた学生がほとん どと言 ってよい。

これ らの模型 は、あ りふれた材料で手作 りなので親 しみを感 じた学生 も多 い。模型 を使 っ

た授業は非常 に効果的であると言 えよう。学生諸君が 自分 で建築士試験 に挑戦す るときに

は、 これ らの模型が脳裏 によみがえ り役立つであろ うことを期待 してい る。
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